






要    約

 子どもの温かく豊かな情緒形成には、母親の「愛他真」、「向社会性」、「道徳性」、「良心」

などが大きな効果を有することが認められた。しかし、育児困難のために子どもとの共感

をもちえない母親の多いことが示され、この問題解決の必要性が示唆された。  思春期保

健福祉体験学習が父性母性の涵養に効果的であることが明らかにされ、将来親となる思春

期世代の育成によって、次世代の子どもの情緒形成に貢献すると思われる。  また、対人

関係が希薄な子どもの早期発見に 1歳 6か月時の健診における「応答の指さし」の測定が

有効であることが示された。


